
書式第８号（法第１０条・第２５条関係） 

 

 

特定非営利活動法人だーちゃらぼ 

１ 事業実施の方針 

 本法人は，豊島区千早に所在する「だーちゃステーション」を拠点として，不登校支援事業を継続的

に展開する。 

（１） 子ども若者の居場所づくり事業 

昨年度に引き続き①不登校の小学生を対象とした「フリースクール」の運営②不登校生徒をはじめと

する中学生～24歳までの若者を対象とした居場所「だーちゃプラス」の運営を行う。 

① フリースクール事業 

 フリースクールでは，年間を通じて学習支援・社会教育・心理的支援を実施し，子どもたちが安心し

て通うことのできる居場所としての機能を継続する。活動拠点の移転に伴い，これまで以上に広域的な

支援の展開が可能になることが見込まれる。教育現場における不安感や孤立感の軽減に向け，学校・地

域・保護者と連携しながら，多層的な支援体制の構築を進める。 

〈対象〉不登校の小学生とその保護者 

〈日時〉月・水・木・金・土 10:00~15:00 

② だーちゃプラス事業 

 昨年度パルシステム市民活動助成基金を活用して 10月から 3月末まで運営した「だーちゃプラス

（旧だちゃカフェ）」については，今年度も継続して運営を行う。本事業では，地域の大学生や不登校

経験者など，多様な背景を持つ若者が安心して過ごせる居場所機能に加え，学習や交流に取り組める環

境を提供する。運営にあたっては，一部自主財源を活用しつつ利用者から都度 100円の利用料を徴収

し，継続的な運営体制の構築を図る。また専任の心理士を配属し個別相談など事業の拡大について検討

しつつ、日中活動や生活リズムの安定を図る目的で活動規模の拡大を目指す。 

 

（２） メンタルヘルスに関わる相談及び検査事業 

不登校児童や不登校児童を抱える家族を対象に，相談支援を実施するとともに，必要に応じて児童へ

の心理検査を行う。 

（３） 子ども若者のメンタルヘルスに関わる研究啓発事業 

一般市民向けの講演会や体験型イベントを開催するほか，不登校児童を対象とした研究・調査、不登校

やひきこもり傾向にある子どもたちに向けた教材の開発・配布を進め予防的支援の強化を図る。 

（４） 研修講師派遣及びコンサルティング事業 

不登校支援の専門機関として支援現場に携わる職員・大学生に対する研修や助言を随時実施し，地域

全体の支援力向上に貢献する。 
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２ 事業の実施に関する事項 

（１）特定非営利活動に係る事業            （事業費の総費用【 17,311】千円 ） 

定款に記
載 

された 
事業名 

事業内容 日時 場所 
従事
者 
人数 

受益 
対象者 
範囲 

 

受益対象 
のべ人数 

事業費 
（千
円） 

子ども若
者の居場
所作り事
業 

不登校や居場所を必
要とする子どもを対
象に、週 5日程度開
室する『フリースク
ールだーちゃ』を運
営する。 

月 16日程度 
10:00~15:00 

法人事務
所 

10
名  

心 理 支
援 ・ 居 場
所 支 援 ・
学 習 支 援
を 必 要 と
し て い る
子 ど も と
そ の 保 護
者 

 

1500 

16,071 

不登校生をはじめ
とする中学生～24
歳の若者が利用で
きる『だーちゃプ
ラス』を運営す
る。 

月 4日程度 
15:00~17:30 

法人事務
所 5名 

居場所を必
要としてい
る中学生～
24歳の若者 

 

120 

メンタル
ヘルスに
関わる相
談及び検
査事業 

不登校の児童やそ
の保護者を対象に
相談を実施する。 

月 1回程度
土曜日 

法人事務
所、オン
ライン 

2名 

心 理 支 援
を 必 要 と
し て い る
子 ど も 、
保護者 

 

24 

300 主に不登校などメ
ンタルヘルス支援
を要する者に対し
て、対面にて心理
検査を随時実施す
る。 

年 5回 
不定期 

法人事務
所 2名 

心 理 支 援
を 必 要 と
し て い る
子ども 

 

5 

子ども若
者のメン
タルヘル
スに関わ
る研究啓
発事業 

地域の子ども若者
を対象とした体験
イベント、子ども
若者支援に携わる
人材へのセミナー
等啓発事業を実施
する。 

年 2回 
・7月 18日 
・7月 19日 

法人事務
所、東京
都内、 
オンライ
ン 

5名 

心 理 支 援
を 必 要 と
す る 子 ど
も 、 そ の
保護者 

 

260 

890 事業の価値を学術
的に論証し、事業
が子どものメンタ
ルヘルスや社会に
とって意義あるも
のにしていくため
の調査研究をおこ
なう。 

年 12回 
月初め 

法人事務
所、東京
都内 
 

3名 
不 登 校 児
童 と そ の
保護者 

 

<調査対象
者> 
200 

研修講師
派遣およ
びコンサ
ルティン
グ事業 

不登校支援などの
子ども若者事業に
携わる支援者を対
象とした研修及び
コンサルテーショ
ンを随時実施す
る。 

年 12回 
月末 

法人事務
所、講演
先、オン
ライン 

2名 

子ども・若
者の支援に
あたってい
る団体・個
人・学校 

 

300 50 

 

以上 


